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コマクサが咲き雷鳥の親子が遊ぶ悠久の自然が織りなす燕岳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真提供：（燕山荘）赤沼健至 様

ゆうきゅう　　　　　　　　　   お　　　　　　  つばくろだけ

表紙の「北アルプスの女王」と
呼ばれる燕岳の詳細な説明は
23ページをご覧ください。



臼
井 

泰
彦

　
国
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
参
院
選
後
の
政
権
に
は
負
担
軽
減

を
図は

か

る
政
策
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
。

増
井 

裕
壽

　
生
活
基き

ば
ん盤
を
脅お

び
やか
す
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
地
方
議
会
が
国
に
責
任
あ
る
対
策

を
求
め
る
の
は
当
然
の
役
割
。

林
　 

孝
彦

　
す
べ
て
の
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
国
に

早
急
か
つ
効
果
的
な
対
策
を
求
め
る
。

　令和７年 6 月 6 日から 6 月 27 日ま
で開催され、報告 16 件、議案 13 件、
請願 2 件、陳情 7 件、議員提出議案 4
件を審議しました。主な議案と質疑、
討論を紹介します。

令和7年 6月定例会

（通称）中房線は復旧へ

矢
澤 

毅
彦

　
対
策
の
必
要
性
は
共
有
す
る
が
、
意
見
書
は
既
存
施
策
の
繰
り
返
し
に
と
ど
ま

り
、
優
先
順
位
な
ど
の
整
理
が
不
十
分
。
短
期
支
援
に
偏か

た
よる
危あ

や

う
さ
も
あ
る
。

辻
谷 

洋
一

　
影
響
は
認
め
る
が
、
減
税
は
財
源
不
足
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
国
の
既
存
施
策

と
重
複
す
る
部
分
も
多
い
。

（1000円未満切り捨て）

● 令和７年一般会計補正予算（専決１号）	 2,000 万円
中房線の路面崩

ほうらく

落事故に対する復旧工事に関わる経費

● 令和７年一般会計補正予算（第１号）	7億 2,300 万円
定額減税給付事業	 …5億8,528万円
改修が必要な遊具の撤去・更新費用	 …2,900万円
本陣等々力家の事業に関する費用	 …9,301万円

● 令和７年一般会計補正予算（第２号）	 3,800 万円
ほりでーゆ～四季の郷施設修

しゅうぜん

繕	 …3,100万円
中房線復旧に伴

ともな

う登山者無料送迎の補助	…700万円

6 月議会にて計上・審議された
主な補正予算と使途内訳

審し
ん
さ
み
り
ょ
う

査
未
了
と
し
て
報
告
さ
れ
た
「
令
和
６
年
陳
情
第
８
号　

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
関
す
る
計
画
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
整
備
等
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て

総
務
環
境
委
員
会
審
査
報
告
（
中
間
報
告
）
に

関
す
る
質
疑

問
⑴
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
整
備
な
ど
の
陳
情
は

審
査
未
了
と
な
っ
た
が
、
委

員
会
で
項
目
ご
と
に
議
論
は

さ
れ
た
の
か
。

⑵
政
策
提
言
に
陳
情
内
容
が

含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
中

で
、
一
部
採
択
を
検
討
す
る

選
択
肢
は
あ
っ
た
の
か
。

⑶
審
査
未
了
の
ま
ま
政
策
提
言

に
内
容
を
含
め
る
こ
と
の
矛む

盾じ
ゅ
んと
、
市
民
へ
の
説
明
責
任

を
ど
う
考
え
る
か
。

答
⑴
一
部
採
択
の
要
望
は
出
さ
れ

ず
、
正
式
な
検
討
も
な
か
っ

た
。
陳
情
全
体
を
提
言
に
取

り
込
む
形
で
対
応
し
た
。

⑵
個
別
項
目
と
し
て
の
詳
細
な

審
査
は
行
わ
ず
、
提
言
に
反

映
す
る
方
向
で
進
め
た
。

⑶
陳
情
と
政
策
提
言
は
一
体
と

し
て
検
討
し
、
陳
情
者
の
思

い
を
無
に
せ
ず
提
言
で
生い

か

す
方
針
。
審
査
未
了
で
も
矛

盾
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
提
出
第
３
号

物
価
高こ

う
と
う騰
対
策
を
求
め
る
意
見
書

陳
情
第
６
号

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
に
お
い
て
保
護
者
の
対
象
か

ら
祖
父
母
を
削
除
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

採択
矢
澤 

毅
彦

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
保
護
者
の
就
労
を
支
え
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
の
居
場
所
を
提

供
す
る
大
切
な
仕
組
み
。
祖
父
母
要
件
の
廃
止
は
、
現
代
の
家
庭
の
多
様
な
実
情

に
即
し
た
改
善
で
あ
る
。

林
　 

孝
彦

　
急
速
な
社
会
の
変
化
と
社
会
の
実
態
に
合
わ
せ
、
祖
父
母
が
い
る
場
合
で
も
保

護
者
の
対
象
か
ら
削
除
す
る
と
い
う
、
よ
り
柔
軟
な
対
応
が
必
要
。

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

賛
成
の
意
見

不採択
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陳情審議で活発な討論

　
拙
速
な
意
見
書
提
出
は
、
市
民
の

総
意
と
誤
解
を
生し

ょ
うじ
さ
せ
る
。

   

大
竹 

啓
正

反
対
の
意
見

   

大
竹 

啓
正

   

増
井 

裕
壽

   

辻
谷 

洋
一

   

宮
下 

明
博

反
対
の
意
見

　
夫
婦
同
姓
は
日
本
の
文
化
や
家
族

の
一
体
感
を
象

し
ょ
う
ち
ょ
う
徴
す
る
基き

ば
ん盤
で
あ

り
、
急
激
な
制
度
改
正
は
社
会
秩ち

つ
じ
ょ序

や
家
族
観
の
崩ほ

う
か
い壊
を
招
く
と
懸け

ね
ん念
さ

れ
る
。

　
子
ど
も
が
親
と
異
な
る
姓
を
持
つ

こ
と
で
混
乱
や
帰き

ぞ
く属
意
識
の
低
下
が

起
こ
り
う
る
。

　
現
行
制
度
下
で
も
旧
姓
の
通
称
使

用
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
改
善

余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。

　
選
択
的
と
は
い
え
、
不ふ

か
ぎ
ゃ
く

可
逆
的
な

変
化
を
伴
う
た
め
、
拙せ

っ
そ
く速
な
導
入
で

は
な
く
慎し

ん
ち
ょ
う重な
議
論
が
必
要
だ
。

　
姓
の
選
択
は
個
人
の
希
望
だ
け
で

な
く
、
社
会
全
体
の
安
定
や
文
化
的

背
景
を
踏ふ

ま
え
慎
重
に
議
論
す
べ
き

課
題
。

　
拙
速
な
法
制
化
は
避
け
る
べ
き
。

陳
情
第
３
号

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
要
望
す
る
陳
情

採択

　
同
姓
・
別
姓
を
自
由
に
選
べ
る
制

度
で
あ
り
、
現
状
の
「
姓
を
変
え
な

け
れ
ば
結
婚
で
き
な
い
」
と
い
う
制

約
を
な
く
し
、
個
人
の
尊そ

ん
げ
ん厳
や
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
が
目
的
。

　
国
際
的
に
も
日
本
だ
け
が
夫
婦
同

姓
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
国
連
な
ど

か
ら
改
善
勧
告
を
受
け
て
い
る
。

　
別
姓
を
選
ん
で
も
他
人
や
同
姓
希

望
者
に
不
利
益
は
な
く
、
選
択
肢
を

広
げ
る
こ
と
で
多
様
性
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
女
性
活
躍
の
推
進
に
つ

な
が
る
。

　
姓
や
氏
は
個
人
の
人
格
や
キ
ャ
リ

ア
に
深
く
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、

変
え
た
く
な
い
と
い
う
声
に
応
え
る

必
要
が
あ
る
。

　

家
族
の
絆き

ず
な
は
姓
の
一
致
で
は
な

く
、
互
い
の
信
頼
と
尊
重
に
よ
っ
て

築
か
れ
る
べ
き
。

   

林 

　
孝
彦

   

小
林 

純
子

   

中
村 

今
朝
子

   

猪
狩 

久
美
子

   

竹
内 

秀
太
郎

   

矢
澤 

毅
彦

   

臼
井 

泰
彦

   

一
志 

信
一
郎

   

井
出 

勝
正

賛
成
の
意
見

陳
情
第
2
号

安
曇
野
市
の
適
正
な
土
地
利
用
に
関
す
る
条
例
、
並
び

に
景
観
条
例
等
関
連
条
例
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

不採択

　
安
曇
野
の
田
園
や
北
ア
ル
プ
ス
の

景
観
は
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、
市
民

共
有
の
財
産
で
あ
り
、
後
世
に
守
り

伝
え
る
べ
き
。

　
高
層
建
築
や
夜
間
照
明
の
規
制
を

見
直
し
、
市
民
や
専
門
家
と
議
論
を

深
め
る
こ
と
が
必
要
と
の
声
が
あ

が
っ
た
。

　
景
観
は
一
度
壊
れ
る
と
回
復
困
難

で
あ
り
、
景
観
保
全
と
地
域
の
価
値

向
上
を
両
立
さ
せ
る
見
直
し
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

専
門
家
や
住
民
と
の
議
論
を
通

   

臼
井 

泰
彦

   

増
井 

裕
壽

   

林
　 

孝
彦

   

猪
狩 

久
美
子

   

井
出 

勝
正

賛
成
の
意
見

   

岡
村 

典
明

   

一
志 

信
一
郎

   

中
村 

芳
朗

   

宮
下 

明
博

反
対
の
意
見

　

現
行
の
高
さ
制
限
30
メ
ー
ト
ル

は
、
既
存
建
物
や
景
観
と
の
調
和
を

考こ
う
り
ょ慮
し
慎
重
に
決
め
ら
れ
た
妥だ

と
う当
な

基
準
で
あ
り
、
見
直
し
は
不
要
。

　
高
さ
だ
け
で
な
く
デ
ザ
イ
ン
や
周

囲
の
調
和
が
重
要
で
あ
り
、
景
観
条

例
の
厳
格
化
は
人
口
減
少
や
地
域
活

力
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

　
現
制
度
の
維
持
を
優
先
す
べ
き
。

議
員
提
出
第
４
号

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
求
め
る

意
見
書

可決

じ
、
地
域
資
源
の
価
値
を
守
り
育
て

る
必
要
が
あ
る
。

　
景
観
保
全
を
優
先
し
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
。

　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
差
別
撤
廃

の
観
点
か
ら
法
制
化
を
求
め
る
。

   

林
　 

孝
彦

賛
成
の
意
見

　
陳
情
採
択
を
踏
ま
え
、
議
会
と
し

て
意
見
書
提
出
は
当
然
。

   

竹
内 

秀
太
郎

賛
成
の
意
見

　
陳
情
２・３
号
は
、
討
論
者
多

数
の
た
め
意
見
を
集
約
し
ま
し

た
。
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トピック

議案第52号

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

陳情第３号

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

に
関
す
る
意
見
書
提
出

を
要
望
す
る
陳
情

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
関

す
る
陳
情

陳情第４号

若
者
の
議
員
報
酬
引
き

上
げ
を
求
め
る
陳
情

２
・
３
・
７
・
８
ペ
ー
ジ
へ

常任委員会報告

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
議
案
１
件
、
陳
情
２
件
、
継
続
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

市内の空き家　その実態は？
詳細な調査に着手

　これまで調査の手法の違いから、国の
調査と市の調査の結果にかなりの開きが
あり、空き家の実態が掴

つか

み切れていませ
んでした。
　今年度、市が行う全戸調査は、これま
でに市が把

は あ く

握した空き家のデータに加え
水道の使用量のデータを使い調査するも
ので、これにより新たな空き家を把握し
空き家対策に資すると期待されます。

答 問
開
催
中
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
本
市
が
展
示
参

加
す
る
と
の
こ
と
。
埋う

め
た
て立
地
に
建
設
さ
れ
た
会

場
の
特
性
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
の
爆
発
火
災
も
発

生
し
て
い
る
。
関
係
職
員
は
了
解
し
て
い
る
か
。

万
博
会
場
の
課
題
等
々
、
国
か
ら
も
通
知
が
あ

り
、
問
題
に
つ
い
て
報
道
も
さ
れ
て
い
る
の

で
、
承
知
し
て
い
る
。
職
員
の
派は

け
ん遣
に
あ
た
っ

て
は
、
安
全
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏ふ

ま
え
、
現

場
の
指
示
に
従
う
こ
と
を
周
知
徹て

っ
て
い底
す
る
。
展

示
参
加
料
は
国
の
負
担
。
職
員
旅
費
約
47
万

円
、
出
展
物
の
作
成
費
用
約
１
４
１
万
円
な
ど
、

２
０
０
万
円
余あ

ま

り
の
増
額
補
正
。

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

総
務
環
境

反
対
の
意
見

大
竹 

啓
正
　
松
枝
　 

功

辻
谷 

洋
一

　
地
方
議
会
が
選
択
的
別
姓
制
度
を
採
択
し
て
し
ま
う

と
、
そ
の
後
す
べ
て
の
議
論
が
ス
ト
ッ
プ
し
か
ね
ず
、

社
会
に
多
大
な
影
響
が
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
家
長

制
に
つ
な
が
る
よ
う
な
価
値
観
は
否
定
で
き
な
い
の

で
、
選
択
的
と
は
言
え
別
姓
を
認
め
る
制
度
化
に
は
慎し

ん

重ち
ょ
うで
あ
る
べ
き
。

井
出 

勝
正
　
竹
内 

秀
太
郎

小
林 

純
子

賛
成
の
意
見

　
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
国
会
の
論
議
が
進
ま
な
い
中
、

司
法
は
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
判
断
を
出
し
て
い
る
。
夫

婦
別
姓
に
な
る
と
、
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
も
の

や
絆き

ず
なが
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
る
人
も
い
る
が
、

夫
婦
別
姓
を
選
択
的
に
自
由
に
選
べ
る
こ
と
が
、
今
の

時
代
に
は
必
要
で
あ
る
。

9/23 ～ 29 に安曇野の水環境を展示

再
々
度
の
継
続
審
査
と
な
り
、
審
査
未み

り
ょ
う了
と
な
っ
た
。

　
議
員
間
討
議
・
意
見
交
換

・
こ
の
陳
情
の
趣
旨
は
、
戸こ

せ
き籍
制
度
を
変
え
よ
う
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
入に

ゅ
う
せ
き籍
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と

に
つ
い
て「
結
婚
し
た
ら
籍
を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

新
た
に
戸
籍
を
作
る
」と
い
う
説
明
は
重
要
な
認
識
。

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
も
日
本
の
独
特
な
価
値
観

は
大
事
に
し
た
い
。
選
択
的
別
姓
で
任
意
で
あ
っ
て

も
、
今
は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
た
い
。

  

大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い
て

陳
情
第
３
号
は
、
継
続
審
査
の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、

賛
否
同
数
の
た
め
委
員
長
裁
決
に
よ
り
、否
決
と
し
た
。

採
決
に
あ
た
っ
て
は
、
賛
否
同
数
の
た
め
委
員
長
裁
決

に
よ
り
、
採
択
と
し
た
。

令和６年
陳情第８号

令
和
６
年
に
議
員
報
酬
が
上
が
り
必
要
性
は
な
い
。
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請願第１号

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー

バ
ー
ロ
ー
ド
」
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
採
択

の
請
願

陳情第５号

市
内
児
童
・
生
徒
の
多

様
な
教
育
機
会
の
確
保

に
つ
い
て
の
陳
情

陳情第６号

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
に
お

い
て
保
護
者
の
対
象
か

ら
祖
父
母
を
削
除
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情

議案第52号

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

ペ
ー
ジ
へ

２
・
７

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
議
案
７
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

福
祉
教
育

答 問
今
、
学
校
で
起
き
て
い
る
問
題
点
は
何
か
。

例
え
ば
高
校
の
図
形
の
証
明
の
学
習
が
中
学
に

下
り
て
き
て
、
今
ま
で
よ
り
少
な
い
時
数
で
単

元
が
終
わ
る
の
で
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
感
じ

る
生
徒
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

トピック
聞こえに不便はありませんか？
（新）補聴器購入補助金

対象者
・65歳以上の非課税世帯の市民
・耳鼻咽喉科医から必要と

判断された人　　 など

・3 万円まで
（・購入費の 3 分の 2）

7 月 7 日～受付
高齢者介護課へご相談を

購入前に申請書・見積書
などの提出が必要です。

  

請
願
者
へ
の
質
疑

答 問
内
容
の
精せ

い
せ
ん選
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

時
数
を
増
や
す
こ
と
は
考
え
な
い
か
。

小
学
校
５
年
生
の
１
９
９
８
年
か
ら
の
授
業
時

数
９
８
０
時
間
が
現
在
１
０
１
５
時
間
と
な
っ

て
お
り
、
非
常
に
苦
し
い
状
況
だ
。

  

委
員
間
の
意
見
交
換

・
教
育
の
質
を
落
と
さ
ず
に
、
教
育
課
程
の
精
選
を
進

め
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
で
は
な
い
か
思
う
。

・
学
校
に
行
き
づ
ら
く
な
る
子
ど
も
も
大
勢
い
る
だ
ろ

う
し
、
先
生
の
負
担
も
か

な
り
あ
る
と
感
じ
る
。

・
先
生
が
余
裕
を
持
ち
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
授
業
や

学
校
運
営
、
ク
ラ
ス
運
営

し
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

答 問
市
内
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民
間
施
設
の
利
用

家
庭
に
対
す
る
公
的
援
助
の
公
平
性
の
考
え
は
。

子
ど
も
が
社
会
的
自
立
を
目
指
す
居
場
所
で
あ

れ
ば
ど
こ
で
も
い
い
と
考
え
る
。

  

陳
情
者
へ
の
質
疑

答 問
令
和
６
年
か
ら
長
野
県
の
公
的
補
助
制
度
が
開

始
さ
れ
、
施
設
の
月
額
利
用
料
は
安
く
な
っ
た

の
か
。

私
の
施
設
の
料
金
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
生
活

保
護
家
庭
よ
り
も
低
い
状
態
で
10
年
が
た
つ
。

  
教
育
委
員
会
の
見
解

　
保
護
者
の
負
担
の
救
済
を
考
え
て
き
た
が
、
補
助
対

象
や
補
助
額
の
議
論
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
多

様
性
を
考
え
、
前
向
き
に
考
え
て
い
く
必
要
は
あ
る
。

矢
澤 

毅
彦

賛
成
の
意
見

　
学
校
に
通
う
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
学

校
以
外
の
居
場
所
や
学
び
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
は
大

切
で
あ
り
、
利
用
す
る
保
護
者
へ
の
支
援
は
必
要
で
あ

る
。
実
態
を
把は

あ
く握
し
、
一
歩
踏ふ

み
出
す
べ
き
で
あ
る
。

矢
澤 

毅
彦

賛
成
の
意
見

　
働
く
保
護
者
を
支
え
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
た
め
に
必
要
。
市
民
の
声
を
基も

と

に
制
度
設
計
し
て
い

く
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
広
く
共
有
す
べ
き
で
あ
る
。

  

児
童
遊
園
の
遊
具
の
撤
去
と
更
新
に
つ
い
て

答 問
撤
去
・
更
新
す
る
遊
具
の
割
合
と
進
め
方
は
。

市
内
全
児
童
遊
園
の
全
遊
具
３
４
２
基き

の
う
ち

使
用
不
可
能
と
判
定
さ
れ
た
１
６
２
基
を
３
段

階
に
評
価
し
、
非
常
に
危
険
な
３
分
の
１
か
ら

撤
去
・
更
新
す
る
。

常任委員会報告
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議案第52号

陳情第１号

穂
高
地
区
に
お
け
る
高
層

ホ
テ
ル
の
計
画
変
更
及
び

地
下
水
調
査
の
陳
情

陳情第２号

安
曇
野
市
の
適
正
な
土
地
利

用
に
関
す
る
条
例
、
並
び
に

景
観
条
例
等
関
連
条
例
の

見
直
し
を
求
め
る
陳
情

常任委員会報告

２
・
３
・
７
・
８

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
） 経

済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
、
陳
情
１
件
、
継
続
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

ペ
ー
ジ
へ

屋
敷
内
に
は
長
屋
門
、
主
屋
、
座
敷
、
裏
座
敷

の
ほ
か
に
５
棟む

ね

の
蔵
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
長
屋
門
が
市
有
形
文
化
財
に
、
ま
た
庭
園

内
に
あ
る
樹
齢
約
４
０
０
年
と
伝
わ
る
ビ
ャ
ク

シ
ン
が
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
事
業
提
案
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の

か
。

答 問
事
業
提
案
で
は
、
歴
史
的
価
値
を
最
大
限
に
活い

か
す
た
め
の
保
全
計
画
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

建
築
物
と
庭
園
を
一
体
的
に
保
全
し
、
主
屋
や

蔵
、
庭
園
と
の
調
和
を
重
視
し
た
修
復
を
実
施

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

経
済
建
設

　
本
陣
等
々
力
家
に
つ
い
て

一部が市有形文化財に指定されている
「本陣等々力家」について、官民連携
での再生・活用事業が進められている。

　
陳
情
概
要

穂
高
地
域
の
28
ｍ
超
ホ
テ
ル
計
画
に
対
し
、
市
民
や
ワ

サ
ビ
農
家
か
ら
景
観
や
地
下
水
へ
の
影
響
を
懸け

ね
ん念
す
る

声
が
あ
り
、
十
分
な
説
明
と
科
学
的
調
査
を
求
め
る
。

　
執
行
部
側
へ
の
質
疑

環
境
基
本
条
例
に
よ
り
、
事
業
者
の
環
境
保
全

責
任
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
か
。

問答
事
業
者
の
建
設
計
画
を
精
査
し
な
い
と
わ
か
ら

な
い
。

　
委
員
間
の
意
見

市
民
不
安
の
解
消
と
事
業
者
に
よ
る
透
明
な
情
報
提
供

の
必
要
性
が
共
有
さ
れ
つ
つ
、
条
例
に
沿
っ
た
計
画
で

あ
る
た
め
、
判
断
に
は
慎し

ん
ち
ょ
う重を
期き

す
べ
き
と
の
意
見
が

出
た
。

　
陳
情
概
要

北
ア
ル
プ
ス
と
田
園
の
景
観
を
守
る
た
め
、
高
さ
制
限

や
照
明
規
制
の
強
化
、
説
明
会
の
全
市
民
対
象
化
と
複

数
回
開
催
に
よ
る
市
民
合
意
形
成
を
求
め
る
。

委
員
よ
り
一
部
採
択
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、
採
決
の
結

果
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
再
び
審
査
に
戻
っ
た
。

反
対
の
意
見

宮
下 

明
博
　
一
志 

信
一
郎

中
村 

芳
朗

市
へ
の
政
策
提
言
と
し
て
土
地
利
用
条
例
の
緩か

ん
わ和
の
見

直
し
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
市
内
に
あ
る
約
29
ｍ
の
建

物
も
景
観
を
害
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
の
で
賛
成
で

き
な
い
。

増
井 

裕
壽
　
猪
狩 

久
美
子

賛
成
の
意
見

高
さ
制
限
は
市
庁
舎
の

例
な
ど
か
ら
も
20
ｍ
前

後
が
妥だ

と
う当
で
あ
り
、
見

直
し
の
基
準
と
す
べ

き
。
ま
た
、
高
層
建
築

を
控
え
る
地
域
意
識
は

景
観
保
全
に
貢
献
し
て

い
る
。

継
続
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
再
び

継
続
審
査
と
な
っ
た
。

トピック

三
み つ ま た

股登山口行きの路線バスを
運行開始！(7/19–10/13）

　登山者増加に伴
ともな

う駐車問
題の解消と自家用車以外の
移動手段確保のため、三股
登山口行き路線バスを実証
運行。利用は要予約です。
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ページへ２

ページへ3.6.8

ページへ5

ページへ2.4～6

ページへ２.８

ページへ２.５

ページへ６

ページへ3.4.8

ページへ２.４

ページへ４

ページへ５

ページへ３.８

ページへ２

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

54号 市道の認定について 可決

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

47号 安曇野市堀金総合福祉センター条例の一部を改正す
る条例

可決

48号 安曇野市明科総合福祉センター条例の一部を改正す
る条例

49号 安曇野市保健センター条例の一部を改正する条例

50号 安曇野市明科学習館条例の一部を改正する条例

51号 安曇野市立認定こども園条例の一部を改正する条例

53号 令和７年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号）

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

52号 令和７年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）

可決

55号 令和７年度穂高健康支援センター大規模改修工事請負
契約について

56号 令和７年度市営住宅柏原団地９～16号改修工事（Ⅰ期）
請負契約について

57号 令和７年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）

58号 安曇野市消防団小型動力ポンプ付積載車の購入（令和
８年度債務負担行為）に係る売買契約について

59号 令和７年度安曇野市スマートフォン型多機能ＩＰ無線
機購入に係る売買契約について

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

３号 令和６年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書に
ついて

受理

４号 令和６年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書に
ついて

５号 令和６年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書につ
いて

６号 令和６年度安曇野市水道事業会計継続費繰越計算書に
ついて

７号 令和６年度安曇野市下水道事業会計予算繰越計算書に
ついて

８号 債権放
ほ う き

棄の報告について（水道料金に係る債権）

９号 専決処分の承認を求めることについて
（安曇野市税条例の一部を改正する条例）

承認

10号 専決処分の承認を求めることについて
（安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

11号 専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度安曇野市一般会計補正予算（専決第３号））

12号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度安
曇野市国民健康保険特別会計補正予算（専決第１号））

13号
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度安
曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第１
号））

14号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度安
曇野市介護保険特別会計補正予算（専決第１号））

15号
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度安
曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（専決第１
号））

16号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度安
曇野市有明荘特別会計補正予算（専決第１号））

17号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年
度安曇野市一般会計補正予算（専決第１号））

18号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（令和７年２月 12 日発生の看板落下事故に関
すること）

受理

令和7年 ６月定例会   ６月定例会の結果です

      請願・陳情
請願・陳情

番号 件　　　　　　　名 結果

請願
１号

「カリキュラム・オーバーロード」の改善を
求める意見書採択の請願について

採択
請願
２号

「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」・
「義務教育費国庫負担制度の堅

け ん じ

持・拡
かくじゅう

充」を求める請願書
令和６年
陳情
８号

防犯カメラ設置に関する陳情書 審
し ん ぎ

議
未
みりょう

了

陳情
１号

穂高地区における高層ホテルの計画変更
及び地下水調査の陳情書

継続
審査

陳情
２号

安曇野市の適正な土地利用に関する条例、並びに
景観条例等関連条例の見直しを求める陳情書 不採択

陳情
３号

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める
意見書の提出を要望する陳情書 採択

陳情
４号 若者の議員報酬引き上げを求める陳情書 不採択

陳情
５号

令和における安曇野市内義務教育課程児童・
生徒の多様な教育機会の確保についての陳情書

採択
陳情
６号

児童クラブ利用において保護者の対象から
祖父母を削除することを求める陳情書

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

３号 物価高
こうとう

騰対策を求める意見書 否決

４号 選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書

可決５号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意
見書

６号
「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算
確保」と「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」
を求める意見書
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○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 1 2 3 4 5 6 8 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤　
　
毅 　　
彦

中
村
　　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

増
井
　
裕
壽

岡
村
　
典
明

辻
谷
　
洋
一

臼
井
　
泰
彦

竹
内 　
秀
太
郎

中
村 　
今
朝
子

林

　　
孝
彦

井
出
　
勝
正

増
田 　
望
三
郎

猪
狩 　
久
美
子

内
川
　
集
雄

宮
下
　
明
博

一
志 　
信
一
郎

平
林 

　　
明

小
林
　
純
子

松
枝　
　
　
功

陳　情
第２号

安曇野市の適正な土地利用に関する条例、並
びに景観条例等関連条例の見直しを求める陳
情書

6/27 不採択 × × × 〇 × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 議

陳　情
第３号

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書
の提出を要望する陳情書 6/27 採　択 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 議

議員提出
第４号 選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書 6/27 原案

可決 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 議

議員提出
第３号 物価高

こうとう
騰対策を求める意見書 6/27 原案

否決 × × × 〇 × × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × × × × 議

議員名

議案名

全議案のうち賛否が分かれた議案等

令和7年 ６月定例会

議会中継にライブ字幕表示機能を追加

　本定例会より、インター
ネット上での本会議中継
にライブ字幕表示機能が
追加され、議場での発言
が文字起こしされるよう
になりました。

こちらからご覧
いただけます→

check!
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6 月
定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

市政のここが聴きたい!!

る
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
の

駐
車
場
は
、
近
隣
施
設
や
地
権
者
と
協

議
し
、
確
保
し
て
い
く
予
定
。
山
岳
観

光
に
関
す
る
企
画
は
、
関
係
団
体
等
と

連
携
し
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

常
念
岳
烏
川
渓
谷
に
全
国
の
皆
さ
ん
を

招
き
ま
し
ょ
う
。
抱
負
と
展
望
は
。

市
長	

第
39
回
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
大

	

会
が
令
和
８
年
７
月
に
予
定
。
令
和
10

	

年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
代

表
選
考
に
つ
な
が
る
国
内
最さ

い
こ
う
ほ
う

高
峰
の
レ

	

ー
ス
。
関
係
機
関
や
団
体
等
と
連
携
し
、

	

常
念
岳
烏
川
渓
谷
等
の
良
さ
を
全
国
へ

	

広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

常念岳の烏川渓谷に世界の皆さんを招こう

　
問	

安
全
安
心
な
常
念
岳
登
山
。
登
山
道
や

避ひ
な
ん難

小
屋
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

商
工	

堀
金
登
山
案
内
人
組
合
に
よ
る
登
山
道

整
備
、
避
難
小
屋
の
前
扉と

び
らと

窓
の
修

し
ゅ
う
ぜ
ん繕

を
実
施
す
る
。
ガ
ラ
場
か
ら
避
難
小
屋

ま
で
、
夏
に
登
山
道
を
案
内
す
る
石
へ

ペ
ン
キ
の
吹
き
つ
け
を
行
う
予
定
。

農
林	

林
道
烏
川
線
は
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
、
林
道
の
維い

じ持
工
事
等
を
実
施
。

　
問	

国
営
・
県
営
公
園
、
ほ
り
で
ー
ゆ
～
四

季
の
郷
、
安
曇
野
市
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
コ
ー
ス
等
、
駐
車
場
の
確
保
が
必
要
。

関
係
機
関
で
話
し
合
っ
て
い
る
か
。
ま

た
登
山
希
望
者
等
が
参
加
で
き
る
企
画

は
あ
る
か
。

商
工	

登
山
者
用
駐
車
場
の
空
き
状
況
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
、
駐
車
場
の
情
報

を
知
ら
せ
る
。
安
曇
野
市
地
域
公
共
交

通
協
議
会
の
事
業
で
、
穂
高
地
域
と
三み

つ

股ま
た

登
山
口
を
連
絡
す
る
新
た
な
路
線
バ

ス
、
三
股
線
の
実
証
運
行
を
予
定
。
自

家
用
車
以
外
の
移
動
手
段
の
確
保
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
コ
ー
ス
駐
車
場
の
対
応
は
で
き

て
い
る
。
令
和
８
年
７
月
に
開
催
さ
れ

常
念
岳
麓ふ

も
と

の
烏か

ら
す
が
わ川
渓け

い
こ
く谷
に

世
界
の
皆
さ
ん
を
招
こ
う

会派 きぼう
一志 信一郎

一 般 質 問
　
問	

市
長
の
こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
に
対
す

る
尽じ

ん
り
ょ
く力

に
感
謝
す
る
。
安
曇
野
の
未
来

を
見み

す据
え
た
施
策
で
生
活
向
上
、
地
域

経
済
回
復
等
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
姿
勢
は
、
多
く
の
市
民
の
信
頼
を
得

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
施
策
が
継
続

さ
れ
、
長
期
的
な
視
点
で
牽け

ん
い
ん引

さ
れ
る

こ
と
を
望
む
声
が
多
い
。
一
方
で
次
期

市
長
選
が
近
づ
く
中
、
続
投
を
求
め
る

多
く
の
市
民
か
ら
、
再
選
出
馬
の
早
期

決
断
を
望
む
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
早

期
表
明
を
期
待
す
る
が
。

市
長	

様
々
な
場
所
に
お
い
て
出
馬
を
促う

な
がす

声

を
受
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
。
仮
に
負ふ

託た
く

を
受
け
た
４
年
間
で
何
が
で
き
る
か

過
去
を
振
り
返
り
自
問
し
て
い
る
。
遅

く
と
も
７
月
中
に
は
態
度
を
表
明
す
る
。

　
問	

現
代
の
深
刻
な
社
会
問
題
の
一
つ
。
特

に
窓
口
業
務
で
の
被
害
を
想
定
し
、
危

機
管
理
能
力
に
長た

け
た
退
職
警
察
官
等

を
登
用
し
庁
舎
内
巡
視
体
制
を
。
ま
た
、

一
方
的
な
対
処
の
み
な
ら
ず
、
職
員
接せ

つ

遇ぐ
う

技
術
の
向
上
も
要
求
さ
れ
る
。
研
修

等
の
対
応
は
。

総
務	

現
在
は
、
県
警
か
ら
派は

け
ん遣

さ
れ
て
い
る

２
名
と
相
談
対
応
は
し
て
い
る
。
今
後
、

そ
の
必
要
性
を
庁
内
で
研
究
を
し
て
い

く
。
現
在
の
研
修
以
外
に
も
、
外
部
研

修
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
対
応
す
る
。

　
問	
屋
敷
林
が
維い

じ持
の
限
界
で
や
む
な
く
伐ば

っ

採さ
い

さ
れ
て
い
る
。
維
持
管
理
の
助
成
等

の
創
設
は
。

建
設	

屋
敷
林
は
個
人
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と

な
ど
課
題
が
多
い
。
支
援
の
手
法
、
仕

組
み
を
研
究
し
、
導
入
を
検
討
。

会派 あづみ野
大竹 啓正

市
長
の
再
選
出
馬

決
意
と
表
明
は

安曇野の象
しょうちょう

徴「屋敷林」
（『安曇野の屋敷林』より）

カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
退
職
警
察
官

等
登
用

屋や
し
き
り
ん

敷
林
の
保
全
と
助
成
措そ

ち置
等
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※
有
明
群
…
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着
し
動
き
が
追
え
る
10
群
の
中
の
ひ
と
つ
の
群
れ
の
呼
称
。

農
林	

年
に
２
回
全
体
会
議
を
開
き
、
隊
員
と

の
意
見
交
換
を
行
い
、
意
見
を
聞
い
て

い
る
。
今
後
、
更
に
意
見
交
換
す
る
場

を
設
け
見
解
を
市
・
隊
員
で
共
有
す
る
。

　
問	

捕
獲
体
制
と
近
年
の
捕
獲
実
績
は
。

農
林	

猟
友
会
へ
有
害
鳥
獣
駆く

じ
ょ除

業
務
を
委
託
。

令
和
５
年
度
１
０
１
頭
、
令
和
６
年
度

は
捕
獲
檻
の
一
斉
捕
獲
含
め
２
７
４
頭
。

　
問	
市
職
員
の
専
門
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
。

農
林	
現
状
、
専
門
職
員
配
置
の
考
え
は
な
い
。

　
問	

被
害
住
民
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
。

農
林	

連
携
は
現
状
、
十
分
に
図は

か

ら
れ
て
い
な

い
。
隊
員
と
共
有
し
連
携
に
努つ

と
め
る
。

　
問	

市
と
し
て
の
猿
害
被
害
の
支
援
策
は
。

農
林	

経
済
的
な
直
接
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
問	

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
実
態
と
猿
害
の
現
状
は
。

農
林	

Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
を
装そ

う
ち
ゃ
く着し

た
10
群
の
頭

数
は
、
約
３
０
０
頭
か
ら
４
０
０
頭
と

推す
い
そ
く測
。
農
産
業
被
害
の
ほ
か
に
、
車
の

ワ
イ
パ
ー
の
破
損
、
瓦か

わ
らを

割
ら
れ
る
な

ど
の
生
活
環
境
被
害
が
あ
る
。

　
問	

現
状
行
わ
れ
て
い
る
対
策
や
課
題
は
。

農
林	

防
止
対
策
は
電
気
柵さ

く
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ

グ
、
追
い
払
い
対
策
。
捕ほ

か
く獲
対
策
は
、

猟
友
会
へ
ニ
ホ
ン
ザ
ル
１
頭
の
捕
獲
に

つ
き
１
万
円
の
補
助
。
遠え

ん
か
く隔

操
作
で
扉

と
び
ら

を
閉
め
る
こ
と
が
可
能
な
大
型
捕
獲
檻お

り

で
、
一
斉
捕
獲
を
実
施
。
追
い
払
い
の

課
題
は
、
隊
員
が
い
な
く
な
っ
た
夕
方

に
猿
が
再
び
出し

ゅ
つ
ぼ
つ没

し
、
追
い
払
い
隊
の

出
動
態
勢
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
。

　
問	

隊
員
の
推す

い
い移
と
、
追
い
払
い
の
効
果
は
。

農
林	

当
初
63
名
、
昨
年
度
は
91
名
、
本
年
度

は
50
名
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
デ
ー
タ
か
ら
、

猿
が
山
側
に
移
動
し
て
お
り
、
有
明
群

は
、
里
に
１
０
０
％
出
没
し
て
い
た
が
、

昨
年
末
は
、
里
に
50
％
、
山
に
50
％
で
、

追
い
払
い
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
問	

隊
員
の
意
見
か
ら
も
一
度
、
職
員
も
含

め
、
隊
員
同
士
意
見
交
換
が
必
要
で
は
。

罪
な
き
猿
の
猿え

ん
が
い
こ
ん
ぜ
つ

害
根
絶
と

猿
追
い
払
い
隊
の
効
果
は

会派 さきがけ
辻谷 洋一

　
問	

合が
っ
ぺ
い併

前
に
計
画
し
、
市
に
移
行
し
た
都

市
計
画
道
路
で
、
完
成
し
た
路
線
と
未

着
工
の
路
線
。
ま
た
、
着
工
し
た
が
未

完
成
の
路
線
に
つ
い
て
、
そ
の
路
線
数

と
割
合
を
伺
う
。
ま
た
、
合
併
後
に
新

た
に
決
定
し
た
都
市
計
画
道
路
に
つ
い

て
も
、
同
様
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設	

合
併
前
に
決
定
し
、
市
に
移
行
し
た
都

市
計
画
道
路
は
29
路
線
あ
り
、
そ
の
う

ち
完
成
し
た
路
線
は
４
路
線
で
未
着
工

路
線
は
５
路
線
。
ま
た
、
着
工
し
て
い

る
が
未
完
成
の
路
線
は
20
路
線
。
合
併

後
、
新
た
に
決
定
し
た
路
線
は
１
路
線
。

　
問	

市
道
豊
科
１
級
26
号
線
は
吉
野
地ち

せ
き籍
で

２
５
５
ｍ
の
用
地
交
渉
が
20
年
以
上
に

な
る
。
い
つ
開
通
す
る
の
か
。

建
設	

現
在
、
市
道
豊
科
１
級
26
号
線
と
吉
野

線
と
の
交
差
点
部
分
の
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
新
田
堰せ

ぎ

か
ら
南
に
つ
い
て
は
、

工
程
調
整
に
よ
り
予
定
が
変
更
に
な
り
、

令
和
８
年
度
に
道ど

う
ろ
じ
き

路
敷
内
に
上
下
水
道

管
の
布ふ

せ
つ設

を
行
い
、
舗
装
工
事
を
行
う
。

全
線
供き

ょ
う

用よ
う
開
始
は
令
和
９
年
度
を
予
定

し
て
い
る
。

　
問	

都
市
計
画
道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

主
な
原
因
は
、
用
地
交
渉
の
遅
れ
だ
と

思
う
が
、
そ
の
原
因
と
交
渉
体
制
の
改

善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設	

用
地
交
渉
が
難な

ん
こ
う航

す
る
原
因
は
、
道
路

事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
が
得
ら

れ
な
い
。
用
地
補ほ

し
ょ
う償

費
が
地
権
者
の
意

向
に
合
わ
な
い
。
契
約
後
の
物
件
移
転

の
手て

ま間
が
敬
遠
さ
れ
る
。
こ
の
３
点
が

主
な
要
因
。
交
渉
体
制
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
は
用
地
担
当
職
員
を
配
置
せ
ず

に
、
工
事
と
用
地
の
両
方
を
担
当
し
て

い
た
。
そ
の
後
工
事
事
務
と
用
地
事
務

を
分
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
成

果
が
表
れ
て
い
る
。

な
か
な
か
進
ま
な
い
都
市

計
画
道
路
の
整
備
状
況

会派 きぼう
竹内 秀太郎

1 級 26 号線の吉野線と交差付近の工事現場

一 般 質 問

※
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6 月
定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

市政のここが聴きたい!!

す
い
工
夫
や
、
職
場
の
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
べ
き
。
市
内
企
業
等
へ
の
周

知
、
啓け

い
は
つ発

も
重
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

保
健	

公
共
施
設
等
の
搾
乳
可
能
な
場
所
の
設

置
に
つ
い
て
、
関
係
部
署
と
研
究
し
て

い
く
。
市
内
企
業
等
に
は
、
厚
労
省
の

チ
ラ
シ
を
活
用
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
周
知
、
啓
発
し
て
い
く
。

　
問	
新
生
児
に
木
の
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
、
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
要
望
す

る
が
ど
う
か
。

農
林	

財
源
と
し
て
、
森
林
環
境
譲じ

ょ
う
よ与
税
の
活

用
も
可
能
な
の
で
、
関
係
す
る
木
工
作

家
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
実
現
に
向
け

て
進
め
て
い
く
。

会派 あづみ野
中村 今朝子

少
子
化
対
策
と

子
育
て
支
援
の
拡か

く
じ
ゅ
う充

　
問	

令
和
４
年
４
月
か
ら
体
外
受
精
等
の
基

本
治ち

り
ょ
う療

は
す
べ
て
保
険
適
応
と
な
り
、

経
済
的
負
担
が
軽
減
し
た
。
本
市
に
お

け
る
不ふ

に
ん妊

治
療
の
申
請
数
や
妊に

ん
し
ん娠

に
つ

な
が
っ
た
状
況
を
伺
う
。

保
健	

令
和
６
年
度
は
71
名
で
、
延の

べ
85
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
47
名
が
妊

娠
に
つ
な
が
っ
た
。

　
問	

市
内
の
分ぶ

ん
べ
ん娩

医
療
機
関
に
お
い
て
、
体

外
受
精
を
行
え
る
よ
う
施
設
整
備
を
進

め
、
併あ

わ

せ
て
無
痛
分
娩
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
と
聞
い
て
い
る
。
身
近
な
医

療
機
関
で
受
診
が
し
や
す
く
な
り
、
子

ど
も
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の

支
え
に
な
る
と
思
う
。
不
妊
治
療
や
無

痛
分
娩
の
取
り
組
み
、
そ
れ
を
行
う
医

療
機
関
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長	

市
内
の
身
近
な
医
療
機
関
で
不
妊
治
療

や
無
痛
分
娩
の
対
応
が
で
き
る
と
、
市

民
の
選
択
肢
が
増
え
有
益
で
あ
る
と
考

え
る
。
少
子
化
対
策
に
つ
な
が
る
の
で
、

何
が
で
き
る
か
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
問	

産
後
の
職
場
復
帰
が
早
く
な
っ
て
い
る
。

安
心
し
て
搾さ

く
に
ゅ
う乳で
き
る
場
所
や
周
囲
の

理
解
が
課
題
。
授
乳
室
で
も
搾
乳
し
や

　
問	

第
一
次
安
曇
野
市
教
育
振し

ん
こ
う興

計
画
に
、

い
じ
め
や
不
登
校
の
実
態
と
分ぶ

ん
せ
き析

は
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
、
対
応
は
。

教
部	

い
じ
め
に
は
か
ら
か
う
言
動
や
暴
言
が

多
い
。
不
登
校
の
要
因
に
は
教
員
や
友

人
と
の
人
間
関
係
や
学
習
へ
の
不
安
が

あ
る
。
子
ど
も
の
声
を
見み

の
が逃

さ
ず
受
け

止
め
、
本
人
の
最
善
を
共
に
考
え
支
援

す
る
。
本
人
や
家
庭
が
孤
立
し
な
い
よ

う
努つ

と

め
、
子
ど
も
自
身
が
学
び
を
選
択

し
、
社
会
的
自
立
に
向
か
う
力
を
養や

し
なう
。

　
問	

い
じ
め
・
不
登
校
の
大
き
な
原
因
は
、

国
連
子
ど
も
権
利
委
員
会
が
指
摘
す
る

「
過
度
な
競
争
教
育
制
度
」
と
り
わ
け
全

国
学
力
一
斉
テ
ス
ト
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
止や

め
る
認
識
は
な
い
か
。

教
長	

過
度
な
競
争
環
境
が
子
ど
も
に
否
定
的

な
環
境
を
与
え
て
い
る
と
い
う
危き

ぐ惧
は
、

真し
ん
し摯
に
受
け
止
め
る
。
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
は
教
員
自
身
の
指
導
方
法

の
改
善
や
子
ど
も
の
学
習
状
況
・
生
活

実
態
把は

あ
く握

に
有
益
だ
。
不
登
校
の
子
ど

も
た
ち
の
個
別
最
適
な
学
び
に
努
め
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
る
社
会
に
ど
う

し
た
ら
自
立
し
た
生
き
方
が
で
き
る
か

と
、
取
り
組
む
先
生
た
ち
の
支
援
を
充

実
さ
せ
る
。
過
度
な
競
争
評
価
が
子
ど

も
た
ち
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い

る
な
ら
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

　
問	

情
報
機
器
は
教
員
の
専
門
性
や
学
校
の

存
在
意
義
を
危あ

や
う
く
し
な
い
か
。

教
長	

教
育
の
根
本
は
教
職
員
や
子
ど
も
同
士

の
関
わ
り
合
い
の
中
で
成
長
す
る
こ
と
。

　
問	

播ば
ん
り
ゅ
う
し
ょ
う
に
ん

隆
上
人
と
中
田
又ま

た
じ
ゅ
う

重
の
二
像
を
建

こ
ん
り
ゅ
う立

し
、
開
山
の
偉
業
を
伝
え
る
事
業
は
。

市
長	

開
山
事
業
に
は
大
賛
成
だ
。
現
時
点
で

広
域
の
動
き
は
な
い
。
汗
を
か
い
て
安

曇
野
市
が
や
る
と
い
う
思
い
は
あ
る
。

い
じ
め
・
不
登
校
一
番
の

原
因 

過
度
な
競
争
教
育

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

播隆上人の書と鈴
れい

（中田家蔵）

槍
ヶ
岳
開
山
二
百
年
記
念
事
業
を
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★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問

危き

ぐ惧
す
る
上
川
手
地
域
の

農
業
の
10
年
後
は

会派 クレール
内川 集雄

　
問	

上
川
手
地
域
の
現
状
を
把は

あ
く握

し
て
、
10

年
後
を
見
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。
農
業

	

を
基き

ば
ん盤

と
す
る
人
た
ち
、
耕
作
者
１
１

	

３
人
、
そ
の
う
ち
50
代
以
下
が
３
人
、

上
川
手
地
域
の
農
業
に
心
か
ら
懸け

ね
ん念

を

抱
く
が
。

農
林	

地
域
農
業
の
課
題
や
将
来
の
あ
り
方
に

つ
い
て
協
議
、
検
討
を
し
て
い
る
。
地

域
に
あ
る
全
て
の
課
題
を
網も

う
ら羅
し
た
と

は
言
い
難が

た

く
、
農
業
者
と
共
に
、
こ
の

地
域
計
画
、
随ず

い
じ時

見
直
し
を
す
る
。
10

年
後
を
見み

す据
え
た
実
効
性
の
あ
る
よ
り

よ
い
計
画
と
す
る
。

　
問	

光
地
域
に
は
、
水す

い
り利
の
な
い
農
地
（
昔

水
田
を
作
っ
て
い
た
面
影
が
あ
る
農
地

は
い
く
つ
も
あ
る
）
は
10
年
後
ど
の
よ

う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

農
林	

水
利
の
な
い
農
地
は
、
農
業
生
産
の
安

定
性
が
低
く
て
、
耕
作
放ほ

う
き棄

の
リ
ス
ク

が
高
い
。
農
地
も
地
域
の
農
業
資
源
の

一
部
で
あ
り
、
農
地
と
し
て
の
機
能
を

維い

じ持
し
て
い
く
こ
と
は
、
景
観
保
全
や

多
面
的
機
能
の
維
持
等
の
観
点
か
ら
重

要
で
あ
る
。
水
利
に
頼
ら
な
い
転
作
作

物
の
作
付
け
支
援
や
、
直
接
支
払
制
度
、

を
活
用
し
農
地
と
し
て
の
保
全
を
進
め

る
。

　
問	

光
地
域
の
水
利
の
な
い
農
地
を
整
備
し

て
、
節
水
型
乾か

ん
で
ん田
式
直じ

か

ま
き
栽さ

い
ば
い培
、
こ

の
稲
作
を
実
証
実
験
し
て
は
ど
う
か
と

提
案
す
る
。

農
林	

提
案
の
節
水
型
乾
田
式
直
ま
き
栽
培
は
、

水
源
に
制
約
が
あ
る
地
域
で
は
有
用
で

あ
り
、
省
力
化
が
図は

か

ら
れ
る
。
先
行
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
、
農
業
再
生
協
議
会
に
よ

る
検
証
を
検
討
し
て
い
く
。

地域農業の 10 年後が心配

　
問	

子
ど
も
食
堂
の
現
状
は
。

福
祉	

令
和
５
年
度
は
３
団
体
、
令
和
６
年
度

は
７
団
体
、
令
和
７
年
度
は
９
団
体
、

徐
々
に
増
え
て
い
る
。
食
事
を
提
供
し

て
い
る
実
施
の
日
数
は
、
令
和
５
年
度

は
年
間
で
４
日
、
令
和
６
年
度
は
年
間

で
33
日
、
令
和
７
年
度
の
実
施
予
定
は

年
間
で
67
日
、
確
実
に
増
え
て
い
る
。

　
問	

補
助
対
象
経
費
、
補
助
金
の
額
お
よ
び

申
請
方
法
は
。

福
祉	

開
設
補
助
経
費
と
し
て
上
限
額
が
20
万

円
、
運
営
補
助
経
費
と
し
て
、
１
年
あ

た
り
上
限
額
50
万
円
を
補
助
す
る
制
度

が
あ
る
。
事
業
実
施
前
に
補
助
金
の
交

付
申
請
が
必
要
と
な
る
。

　
問	

子
ど
も
食
堂
団
体
数
、
な
ぜ
増
え
な
い

の
か
。

福
祉	

運
営
す
る
に
あ
た
り
、
食
材
の
確
保
、

協
力
し
て
頂
け
る
方
の
確
保
、
会
場
の

確
保
、
広
報
活
動
な
ど
、
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
問	

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
考
え
は
。

福
祉	

定
期
的
な
食
料
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
家
庭
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
物

価
高こ

う
と
う騰
が
続
く
中
、
生
活
困こ

ん
き
ゅ
う窮
者
へ
の

食
料
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

　
問	

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
も
補
助
金
の
対
象

に
な
ら
な
い
か
。

福
祉	

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
食
材
確
保
に
対

す
る
支
援
は
、補
助
金
の
対
象
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
食
料
支
援
の
あ
り

方
等
も
含
め
て
、
研
究
し
て
い
く
。

　
問	
団
体
懇
談
会
の
開
催
を
提
案
す
る
が
、

ど
う
か
。

福
祉	

団
体
に
よ
る
懇
談
会
の
開
催
は
、
と
て

も
意
義
深
い
も
の
だ
と
考
え
る
。
今
夏

に
も
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
懇
談
会
を

開
催
し
て
、
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

子
ど
も
食
堂
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

会派 きぼう
岡村 典明

子ども食堂　お楽しみ会　風景
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定例会

※
松
本
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
…
寝
室
や
階
段
な
ど
へ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

市政のここが聴きたい!!
　
問	

火
災
に
よ
る
死
者
を
４
割
以
上
減
ら
す

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
設
置
義
務
化
さ
れ
た
重
要
な

装
置
。
市
内
に
お
け
る
令
和
６
年
１
月

１
日
現
在
の
設
置
率
は
78
・
６
％
で
、

う
ち
条
例
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
全
設
置

が
56
・
３
％
、
一
部
設
置
が
22
・
３
％
、

未
設
置
が
21
・
４
％
。
維い

じ持
管
理
の
状

況
に
は
、
作
動
確
認
済
み
が
18
・
６
％
、

未
確
認
が
74
・
１
％
、
不
明
が
７・
４
％

と
の
こ
と
だ
が
、
市
の
認
識
は
。

危
機	

全
国
平
均
（
84
・
５
％
）
や
県
内
平
均

（
81
・
４
％
）
と
比
べ
て
も
、
本
市
の
設

置
率
は
低
い
状
況
。
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
の
減
少
に
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

設
置
率
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
問	

機
器
の
点
検
、
交
換
を
強
く
呼
び
か
け

る
広
報
の
強
化
は
で
き
な
い
か
。

危
機	

部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど
に
よ
り

正
常
に
作
動
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
設
置
後
約
10
年
で
の
交
換
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
定
期
的
な
点
検
や
交
換

に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
、
松
本
広
域

消
防
局
と
連
携
し
て
い
く
。

　
問	

Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
南
豊
科
駅
の
乗
降
ス
ペ

	

ー
ス
整
備
、
安
全
対
策
も
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
高
校
通
学
の
主
要
駅
と
い

う
役
割
か
ら
も
、
利
便
性
、
安
全
性
の

面
か
ら
、
今
後
の
整
備
を
望
む
が
、
市

の
現
状
認
識
と
今
後
の
対
応
予
定
は
。

建
設	
車
両
を
駐
停
車
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

が
限
ら
れ
る
た
め
、
送
迎
に
苦く

り
ょ慮

し
て

い
る
状
況
を
把は

あ
く握
し
て
い
る
。
歩
行
者

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
近
隣
の
用
地

活
用
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

可
能
か
を
研
究
し
て
い
く
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
、

設
置
・
点
検
し
て
ま
す
か
？

会派 さきがけ
矢澤 毅彦

南
豊
科
駅
周
辺
の
安
全
整
備
を

会派 さきがけ
中村 芳朗

　
問	

内
閣
府
か
ら
２
０
２
４
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
。
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

令
和
６
年
の
国
の
選
定
を
受
け
、
11
月

に
は
安
曇
野
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計

画
を
策
定
し
た
。
い
く
つ
か
の
取
り
組

み
を
掲か

か

げ
２
０
３
０
年
の
あ
る
べ
き
姿

を
示
し
て
い
る
。
地
域
に
お
け
る
自
律

的
好こ

う
じ
ゅ
ん
か
ん

循
環
の
形
成
が
見
込
め
特
に
先
導

的
な
事
業
と
し
て
、里
山
再
生
活
動
「
さ

と
ぷ
ろ
。」
の
活
動
が
モ
デ
ル
事
業
に

	

選
定
さ
れ
、
行
政
だ
け
で
な
く
事
業
に

関
わ
る
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
そ

の
他
に
も
食
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
生
物
多
様
性
の
観

点
か
ら
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
な
ど

を
続
け
て
い
る
皆
さ
ん
が
い
る
。
今
後

こ
う
い
っ
た
方
々
と
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
市
民
、
団
体
、
事
業
者
等
と
一

緒
に
、
多
種
多
様
な
取
り
組
み
を
行
い
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
事
業
を
推

進
し
、安
曇
野
市
の
あ
る
べ
き
姿「
自
然・

文
化
・
産
業
が
織お

り
な
す　

共
生
の
街　

安
曇
野
」
を
目
指
し
て
い
く
。

　
問	

三
郷
地
域
の
畜
産
悪
臭
に
つ
い
て
、
市

民
か
ら
の
苦
情
等
の
状
況
を
伺
う
。

生
活	

前
年
度
と
比
較
し
苦
情
等
の
件
数
は
、

横
ば
い
だ
が
、
引
き
続
き
監
視
等
行
い

悪
臭
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問	

新
た
な
対
策
組
織
を
立
ち
上
げ
た
と
聞

く
が
そ
の
内
容
を
伺
う
。

農
林	

５
月
に
悪
臭
対
策
協
議
会
の
中
に
「
対

策
専
門
部
会
」
を
設
立
し
た
。
学
識
経

験
者
と
し
て
、
大
学
教
授
に
も
参
画
を

お
願
い
し
、
具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る

対
策
を
講こ

う
じ
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
通
学
路
設
定
の
考
え
方
と
一
日
市
場
地ち

せ
き籍
、

県
道
通
学
路
へ
の
歩
道
設
置

SDGs 公式ロゴマーク

S
D
Gs
の
取
り
組
み
と

三
郷
地
域
畜
産
悪
臭
対
策

※
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★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問
　
問	

毎
月
多
く
の
品
目
の
値
上
げ
が
続
い
て

い
る
。
次
の
よ
う
な
施
策
で
市
民
の
負

担
を
軽
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

は
、
水
道
料
の
基
本
料
金
１
期
分
を
減

免
し
た
。
同
様
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

水
道	

今
回
は
、
国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金

が
ほ
か
の
事
業
に
活
用
さ
れ
、
ほ
か
の

財
源
確
保
の
見
込
み
も
な
い
た
め
、
減

免
の
予
定
は
な
い
。

　
問	

国
保
税
を
値
上
げ
せ
ず
、
据す

え
置
く
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

保
健	

こ
こ
数
年
、
基
金
を
取
り
崩く

ず

し
て
税
率

を
維い

じ持
し
て
い
る
。
決
算
状
況
を
見
て

検
討
す
る
。

　
問	

学
校
給
食
の
無
償
化
の
検
討
は
。

教
部	

ま
ず
は
小
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を
、

令
和
８
年
以
降
制
度
化
を
目
指
す
と
国

会
で
の
首
相
答
弁
が
あ
る
。
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
る
。

　
問	

飼
料
・
肥
料
に
対
す
る
支
援
は
。

農
林	

配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
へ
の
積
立
金

の
３
分
の
１
を
支
援
し
て
い
る
。
肥
料

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
、
特
定
財
源
が
確
保
さ
れ
た
場
合
は

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

国
土
交
通
省
は
「
公
営
住
宅
管
理
標
準

条
例
（
案
）」
を
示
し
、
入
居
手
続
き

	

の
際
、
保
証
人
を
免
除
す
る
場
合
に
つ

い
て
規
定
し
た
。
長
野
県
も
保
証
人
を

外
し
て
い
る
。
市
は
な
ぜ
外
さ
な
い
の

か
。

建
設	
保
証
人
が
い
な
い
場
合
、
死
亡
等
に
よ

る
退
去
後
の
残ざ

ん
ち
ぶ
つ

置
物
処
分
や
原
状
回
復

の
問
題
等
が
生し

ょ
うじ

、
時
間
と
労
力
を
要

す
る
。
そ
う
な
る
と
長
期
に
募
集
で
き

な
い
こ
と
で
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
々

へ
の
入
居
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
。

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

物
価
高こ

う
と
う騰
対
策
に
つ
い
て

　
問	

米
価
高こ

う
と
う騰

は
、
需じ

ゅ
き
ゅ
う給ぎ

り
ぎ
り
の
減げ

ん
た
ん反

押
し
つ
け
に
よ
る
米
不
足
と
米
価
を
市

場
任
せ
に
し
て
き
た
こ
と
が
原
因
だ
。

米
ど
こ
ろ
安
曇
野
で
も
担に

な
い
手
の
急
減
、

高
齢
化
、
後
継
者
へ
の
経
営
移い

じ
ょ
う譲

が
で

き
な
い
状
況
だ
。
今
政
治
が
や
る
べ
き

は
、
農
業
者
へ
の
価
格
保
証
、
所
得
補ほ

償し
ょ
うと

消
費
者
が
納
得
す
る
米
価
の
提
供
、

義
務
の
な
い
無
関
税
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア

ク
セ
ス
米
の
輸
入
中
止
だ
。
見
解
は
。

市
長	

米
価
高
騰
の
要
因
は
様
々
だ
。
米
作
り

は
市
農
業
の
根
幹
。
市
で
は
国
の
方
針

を
注
視
し
、
米
の
経
営
安
定
策
や
生
産

者
と
消
費
者
双
方
が
納
得
の
で
き
る
米

の
価
格
形
成
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
問	

市
で
も
今
後
遊
休
農
地
が
増
え
て
く
る
。

農
業
農
村
と
景
観
の
危
機
で
は
な
い
か
。

農
林	

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
。
担

い
手
農
家
へ
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
、

新
た
な
担
い
手
の
確
保
と
育
成
に
向
け

た
支
援
体
制
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
。

　
問	

危
機
回
避
の
た
め
の
第
３
次
安
曇
野
市

農
業
・
農
村
振し

ん
こ
う興
基
本
計
画
に
基も

と

づ
い

た
対
策
と
そ
の
効
果
、
課
題
は
。

農
林	

担
い
手
の
確
保
、
育
成
に
向
け
国
・
県

等
の
補
助
を
最
大
限
活
用
し
支
援
し
て

い
る
。
新
規
就
農
者
が
こ
の
３
年
間
で

30
人
と
な
っ
て
い
る
。「
安
曇
野
米
」

の
名
目
で
出
す
の
は
難
し
い
と
聞
く
。

　
問	

①
２
０
２
０
年
度
②
２
０
２
５
年
度
の

市
立
認
定
こ
ど
も
園
と
幼
稚
園
の
正
規

職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
の
ク
ラ
ス

担
任
の
人
数
は
。
会
計
年
度
の
正
規
化

と
賃
上
げ
、
配
置
基
準
の
引
上
げ
を
す

べ
き
で
は
。

教
部	

正
規
①
71
人
②
65
人
。
会
計
年
度
①

１
３
５
人
②
１
６
３
人
。

総
務	

引
上
げ
は
現
時
点
で
現
実
的
で
は
な
い
。

生
産
者
米
価
の
保
障
と

消
費
者
米
価
の
安
定
へ

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

需要量 705 万ｔ。
収穫量は 44 万ｔ不足だった。

市
営
住
宅
の
入
居
要
件
に
つ
い
て

リノベーションが終了した市営穂高団地

保
育
・
幼
児
教
育
の
充
実
に
向
け
て
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6 月
定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

市政のここが聴きたい!!

無所属
増田 望三郎

　
問	

市
は
有
利
な
合が

っ
ぺ
い併

特と
く
れ
い
さ
い

例
債
を
活
用
し
て

多
く
の
公
共
施
設
を
整
備
し
て
き
た
。

市
の
公
共
施
設
の
延の

べ
ゆ
か床

面
積
を
３
分
の

２
に
ま
で
減
ら
す
公
共
施
設
再
配
置
計

画
は
予
定
通ど

お
り
の
進し

ん
ち
ょ
く捗か

。

総
務	

60
年
間
で
約
３
割
を
減
少
さ
せ
る
計
画

で
あ
る
が
、
当
初
10
年
間
で
約
３
割
達

成
で
き
て
お
り
面
積
上
で
は
順
調
と
言

え
る
。
個
別
の
施
設
ご
と
に
見
る
と
想

定
通
り
に
進
ん
で
い
な
い
施
設
も
あ
る
。

　
問	

今
後
、
益ま

す
ま
す々

財
政
的
な
制
約
が
予
見
さ

れ
る
中
で
、
ハ
ー
ド
事
業
だ
け
で
な
く

福
祉
や
子
育
て
、
文
化
な
ど
の
ソ
フ
ト

事
業
に
も
大
き
く
影
響
す
る
の
で
は
。

総
務	

財
政
計
画
で
は
ソ
フ
ト
事
業
も
現
行
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
落
と
す
こ
と
な
く
、

福
祉
施
策
や
子
育
て
施
策
な
ど
各
種
施

策
を
計
上
し
て
い
る
。
子
育
て
に
係
る

経
済
的
支
援
は
人
口
増
加
に
も
つ
な
が

る
。
今
後
も
子
育
て
施
策
を
中
心
に
ソ

フ
ト
事
業
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
問	

市
の
歳
入
を
増
や
す
た
め
の
具
体
的
な

戦
略
や
取
り
組
み
は
。

総
務	

１
つ
は
ふ
る
さ
と
寄
附
。
２
つ
目
は
企

業
誘ゆ

う
ち致
。
新
た
な
産
業
団
地
で
、
さ
ら

な
る
企
業
誘
致
を
図は

か

り
市
内
経
済
の
活

性
化
な
ど
、
好こ

う
じ
ゅ
ん
か
ん

循
環
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
問	

財
政
的
観
点
か
ら
の
市
民
へ
の
メ
ッ
セ

	

ー
ジ
を
。

市
長	

実
質
公こ

う
さ
い債
費
比
率
、
財
政
力
指
数
を
見

る
と
市
の
財
政
は
極
め
て
健
全
。
税
収

な
ど
自
主
財
源
の
伸
び
が
期
待
し
づ
ら

い
一
方
、
社
会
保
障
関
連
経
費
や
公
共

施
設
の
維い

じ持
更
新
費
用
と
い
っ
た
歳
出

は
今
後
着
実
に
増
加
し
て
い
く
。
新
た

な
産
業
団
地
や
松
糸
道
路
も
開
通
す
る
。

市
内
の
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
全
体
の
事
業
と
財
政
の
バ
ラ
ン

ス
を
鑑か

ん
がみ
な
が
ら
必
要
な
と
こ
ろ
に
は

積
極
的
に
投
資
し
て
い
く
。

合併から 20 周年
安曇野市も次のステージに

選
択
と
集
中
が
問
わ
れ
る

安
曇
野
市
政

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

強
化
を

　
問	

支
援
の
強
化
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

子
育
て
支
援
政
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

教
長	

幸
福
な
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
問	

こ
ど
も
計
画
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
、
教
育
振し

ん
こ
う興

基
本
計
画
は
。

教
部	

各
計
画
に
沿
っ
て
教
育
行
政
を
進
め
る
。

　
問	

児
童
ク
ラ
ブ
と
分
室
で
の
受
け
入
れ
拡

大
と
祖
父
母
が
い
る
場
合
も
対
象
化
を
。

教
部	

令
和
８
年
度
か
ら
通
学
区
だ
け
で
な
く

同
居
要
件
も
含
め
緩か

ん
わ和

。
余
裕
あ
る
小

学
校
は
冬
休
み
に
祖
父
母
要
件
を
緩
和
。

福
祉	

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
障
が
い

児
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
伸
び
て
い
る
。

　
問	

児
童
遊
園
や
公
園
の
遊
具
の
適
切
な
管

理
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設
置
を
。

教
部	

更
新
、
撤
去
を
順
次
進
め
て
い
く
。

建
設	

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
へ
更
新
を
す
る
。

　
問	

障
が
い
児
通
所
支
援
の
強
化
を
。

福
祉	
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
充
実
を
図は

か
っ
て
い
く
。

　
問	
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
の
強
化
を
。

福
祉	
支
援
体
制
強
化
の
取
り
組
み
を
継
続
。

　
問	

支
援
の
強
化
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

医
療
的
ケ
ア
児
と
避ひ

な
ん難
所
の
意
思
疎
通
。

福
祉	

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
と
バ
ン
ダ
ナ
配
付
。

　
問	

手
話
言
語
条
例
の
策
定
を
見み

す据
え
た
聴

覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
内
容
の
充
実
を
。

福
祉	

手
話
言
語
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
啓け

い
は
つ発

。

　
問	

福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
向
上
と
精
神

障
が
い
者
の
入
院
補
助
を
。

福
祉	

精
神
科
入
院
を
除
く
入
院
を
対
象
化
へ
。

　
問	

支
援
の
強
化
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

高
齢
者
補
聴
器
購
入
補
助
と
相
談
強
化
。

福
祉	

令
和
７
年
７
月
か
ら
補
聴
器
購
入
補
助
。

　
問	

フ
レ
イ
ル
予
防
、
サ
ロ
ン
活
動
、
学
び

の
場
、
豊
科
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
は
。

福
祉	

充
実
に
努つ

と
め
、
セ
ン
タ
ー
は
継
続
協
議
。

インクルーシブ遊具
（豊科南部総合公園内）

会派 クレール
林 孝彦

障
が
い
者
へ
の
支
援
の
強
化
を

高
齢
者
支
援
の
強
化
を
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※
Ｃ
Ｗ
（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
…
生
活
に
困こ
ん
き
ゅ
う窮し
て
い
る
人
や
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
の
相
談
に
乗
り
、
適
切
な
支
援
を
行
う
公
務
員
。

福
祉	

審
査
が
厳
し
く
な
っ
た
認
識
は
な
い
。

　
問	

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
被
保
護
者
の

急
増
に
対
応
し
て
、
Ｃ
Ｗ
１
名
を
増
員

し
た
が
、
現
在
も
人
員
体
制
は
万ば

ん
ぜ
ん全
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
々
の
業
務
に

追
わ
れ
、
経
験
の
蓄ち

く
せ
き積

や
ス
キ
ル
の
習

得
が
追
い
つ
か
な
い
環
境
の
中
で
、
助

け
を
必
要
と
す
る
人
に
支
援
が
届
か
な

い
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
な
い
か
。

福
祉	

本
市
で
は
現
在
、
Ｃ
Ｗ
１
人
が
受
け
持

つ
件
数
は
60
件
で
、
厚
労
省
の
基
準
80

件
以
内
で
あ
り
適
切
な
数
で
あ
る
。

　
問	

数
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
は
。

福
祉	

相
談
に
は
生
活
保
護
の
し
お
り
を
用も

ち

い

て
、
丁て

い
ね
い寧

な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
問	

被
生
活
保
護
者
（
生
活
保
護
の
受
給
を

認
め
ら
れ
た
人
）
の
減
少
率
が
、
こ
の

10
年
で
40
％
を
超
え
た
自
治
体
は
、
安

曇
野
市
を
含
む
全
国
９
府
県
の
12
市
区

の
み
で
あ
る
。
被
保
護
者
の
減
少
を
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

福
祉	

安
曇
野
市
に
合が

っ
ぺ
い併

し
、
市
の
福
祉
事
務

所
と
し
て
生
活
保
護
業
務
に
当
た
る
よ

う
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
被
保
護
者
が
急
増
。

Ｃ
Ｗ
（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
が
そ
の
対

応
に
追
わ
れ
る
な
か
、
平
成
24
年
度
の

厚
労
省
監
査
で
「
早
急
な
事
務
改
善
が

必
要
」
と
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
Ｃ
Ｗ
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
生
活
保
護
業
務
の
質

の
向
上
に
傾け

い
ち
ゅ
う注。
適
切
な
生
活
保
護
業

務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
相
談
支
援
の
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
た
こ
と
で
、
生
活
保
護
へ

の
支
援
だ
け
で
な
く
、
保
護
か
ら
自
立

へ
の
支
援
に
も
繋つ

な
が
っ
た
。

　
問	
生
活
保
護
不
正
受
給
事
件
が
終
結
し
た

令
和
２
年
は
、不
正
受
給
を
見み

の
が逃

し
た
こ

と
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
、
そ
れ
以
降

生
活
保
護
申
請
の
審
査
が
厳
し
く
な
っ

	

た
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
。

無所属
小林 純子

生
活
保
護
が
減
っ
て
い
る

制
度
運
用
は
適
正
か

生活保護のしおりは市ホームページにあります

　
問	

市
民
の
郷
土
愛
を
育は

ぐ
くみ

、
安
曇
野
の
魅み

力り
ょ
くを

発
信
す
る
た
め
に
、
10
月
１
日
を

「
安
曇
野
の
日
」
と
し
て
正
式
に
制
定

	

し
て
は
ど
う
か
。
理
由
と
し
て
10
月
１

日
は
、
平
成
17
年
に
３
町
２
村
が
合が

っ
ぺ
い併

を
し
、
安
曇
野
市
が
誕
生
し
た
記
念
す

べ
き
日
で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
認
定

こ
ど
も
園
の
給
食
で
は
、こ
の
日
を
「
安

曇
野
の
日
」
と
位
置
づ
け
、
玉た

ま
ね
ぎ葱
や
虹に

じ

鱒ま
す

な
ど
の
市
の
特
産
品
を
使
っ
た
給
食

を
提
供
し
、
園
児
が
地
域
の
食
に
関
心

を
持
ち
、
自
然
の
恵め

ぐ

み
や
生
産
者
へ
の

感
謝
や
、
食
べ
物
を
大
切
に
す
る
心
を

育
む
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
市
民
が
郷
土
へ
の
愛
着
を
育
み
、

安
曇
野
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと

し
て
、
合
併
記
念
日
で
あ
る
10
月

１
日
を
「
安
曇
野
の
日
」
と
し
て
制
定

は
で
き
な
い
か
。

市
長	

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
機
運
が
高
ま

り
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
等
が
あ

れ
ば
、
他
の
市
の
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
と
思
う
が
、
現
時
点

で
は
、
す
ぐ
に
10
月
１
日
を
「
安
曇
野

の
日
」
と
し
て
制
定
す
る
予
定
は
な
い
。

　
問	

本
市
に
お
い
て
、
現
時
点
で
は
自
転
車

等
の
放
置
に
関
す
る
条
例
が
存
在
し
な

い
。
そ
こ
で
、
今
後
の
自
転
車
利
用
の

増
加
や
観
光
振し

ん
こ
う興

の
進
展
を
見み

す据
え
た

と
き
に
、
地
域
の
景
観
を
保
ち
、
公
共

の
場
所
と
し
て
の
機
能
を
維い

じ持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
明
確
な
ル
ー
ル
を
定
め

た
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

生
活	

放
置
自
転
車
は
各
施
設
の
担
当
部
が
対

応
し
て
お
り
、
ル
ー
ル
が
曖あ

い
ま
い昧

な
た
め

条
例
制
定
を
す
る
。
市
民
の
意
識
向
上

を
高
め
、
措そ

ち置
内
容
を
定
め
、
関
係
部

局
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

会派 クレール
増井 裕壽

錆
さ

びし輪に　夕陽も黙る　駅の影

こ
の
街
が
好
き
だ
か
ら

10
月
１
日
は
安
曇
野
の
日

自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
つ
い
て

一 般 質 問

※

大規模営農若手農業者の皆さんと
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委員会視察等報告

大規模営農若手農業者との意見交換会

令
和
７
年
４
月
１
日
（
火
）

大
規
模
営
農
若
手
農
業
者

政
策
提
言
に
向
け
て
大
規
模
営
農
若
手
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
安
曇
野
の
農
業
の
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
意
見
と
農
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

具
体
的
な
要
望
や
提
案
を
も
ら
い
委
員
と
の
質
疑
応
答
。

労
働
力
不
足
、
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
、
経
営
安

定
化
、
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
意
見
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
安
曇
野
の
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
若
手

農
業
者
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
安
曇
野
を
織お

り
な
す
景

色
を
守
る
た
め
に
改
め
て
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
な
っ
た
。
未
来
型
農
業
へ
の
幾い

く
た多
の
問
題
を
解
決
す

べ
き
変
革
を
求
め
、
異
業
種
と
の
連
携
も
含
め
活
力
あ
る
持

続
可
能
な
安
曇
野
の
農
業
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。 経

済
建
設
委
員
会
意
見
交
換
会
報
告

経
済
建
設
委
員
会
意
見
交
換
会
報
告

日　
程

相
手
先

内　
容

考　
察

令
和
７
年
５
月
12
日
（
月
）
～
５
月
13
日
（
火
）

①
愛
知
県
み
よ
し
市
役
所　
②
大
阪
府
箕み

の
お面
市
役
所

令
和
６
年
12
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
関
す
る
陳
情
書
」
を
契け

い
き機
に
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
の
効
果
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
配
慮
等
政
策
提
言
に

活い

か
す
た
め
に
、
先
進
地
の
取
り
組
み
を
伺
い
質
疑
応
答
を

し
た
。

【
み
よ
し
市
】　
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
条
例
を
制

定
。
ま
た
、
設
置
費
補
助
金
制
度
を
定
め
て
、
25
の
行
政
区

の
ほ
か
個
人
を
も
対
象
と
し
て
い
る
。
各
種
防
犯
活
動
も
実

施
し
て
市
民
の
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
る
。

【
箕
面
市
】　

市
立
小
中
学
校
の
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ

７
５
０
台
設
置
し
た
結
果
、
不
審
者
情
報
や
盗と

う
な
ん難
が
大
幅
に

減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
公
園
や
通
学
路
以
外
の
安
全
性
向
上

に
取
り
組
み
、
自
治
会
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
制
度
を
施

行
し
た
。

◉
以
上
２
市
の
事
例
を
政
策
提
言
の
参
考
に
し
た
い
。

総
務
環
境
委
員
会
視
察
報
告

日　
程

視
察
先

内　
容

考　
察

令
和
７
年
６
月
17
日
（
火
）

信
州
わ
さ
び
農
業
協
同
組
合

信
州
わ
さ
び
農
業
協
同
組
合
は
、
高
層
ホ
テ
ル
建

設
に
伴と

も
なう
杭く

い

打
ち
工
法
が
地
下
水
脈
を
遮し

ゃ
だ
ん断
し
、
わ
さ
び
栽さ

い

培ば
い

に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
を
懸け

ね
ん念
。
組
合
は
杭

を
打
た
な
い
こ
と
が
明
確
で
あ
れ
ば
建
設
に
は
反
対
し
な
い

姿
勢
を
示
し
、
工
法
の
説
明
と
科
学
的
デ
ー
タ
の
開
示
を
求

め
た
。

安
曇
野
の
地
下
水
と
わ
さ
び
栽
培
は
密
接
に
結
び

つ
い
て
お
り
、
地
下
水
へ
の
影
響
は
農
業
の
み
な
ら
ず
、
景

観
や
観
光
に
も
広
く
波は

き
ゅ
う及
す
る
。
こ
う
し
た
水
環
境
へ
の
懸

念
に
対
す
る
組
合
の
声
は
、
地
域
実
情
に
根
ざ
し
た
説
得
力

の
あ
る
意
見
と
し
て
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
市
と
議
会

は
、
施
工
業
者
か
ら
の
説
明
や
調
査
結
果
を
確
認
の
う
え
、

今
後
の
陳
情
審
査
の
重
要
な
参
考
と
し
、
地
域
と
の
調
和
を

意
識
し
た
慎し

ん
ち
ょ
う重な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

日　
程

相
手
先

内　
容

考　
察

大規模営農若手農業者の皆さんと

愛知県みよし市役所にて

大阪府箕面市役所にて

信州わさび農業協同組合様と
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安曇野市 子どもの権利に関する　 　  市民説明会を開催しました。
◆ 大人グループで出された主なご質問 ◆

（会場では回答していますが、紙面の都合上、ご質問のみ（一部抜粋）
の掲載です。ご了承ください。）

● この条例に関し、行政側とのつながりはどうなっているのか。
● そもそもなぜこの条例を作るのか。どういう問題意識なのか。
● 理念だけでなく、いじめや不登校も何％減らそうという目標が

あった方がいい。
● 第 6 条（５）「子どもが主体的に意見を述べて～」のところ、

子どもの意見形成について、「意見形成の支援をすること」、「市
はそれを尊重すること」というような言葉を入れてはどうか。意見が自分でもわからない子どももいるた
め。

● オンブズパーソン制度は子どもの権利条例の根幹をなす制度。これがないと空文化する。条例にそれがな
いとどうやって保障するのか。

● 川崎市など先進地では、子どもたちはどのように勉強しているのか。理念が根付いていっているのか。
● 市の教育委員がその気にならないと実効性は担保されないのではないか。教育委員に意識を持つよう働き

かけをして頂きたい。

　また、ご意見として「理念の啓
けいはつ

発はなかなか進まない。市民も議員や行政に任せるだけでなく、市民である
自分たちもこの権利の理念を浸透する場を作って行けばいいのではないか。」とのお言葉もいただきました。

「安曇野ファシリテーション部」による進行 子どもグループのまとめ発表。参加してくれた
子どもたちは、何を思ったのかな？

大人グループは半円状になって
意見交換をしました

◆ 子どもグループで出された主なご意見 ◆
（紙面の都合上、一部抜粋の掲載です。ご了承ください。）

● 子どもにとっての権利は、人間として尊重されること、自
由に意見が言えること。

● 子どもが成長するために、大人が支えることも権利だ。
● 言いたくないことを認めてほしい。
● 条約では、大人は何を子どもに求めているのか分からない。
● この条例は、今を維

い じ
持するものか。今後何ができるのか。

条例制定の目的

この条例は、安曇野市における子どもの権利の基
本理念を定め、子ども、市、市民および議会それ
ぞれの役割を明らかにし、子どもが一人の人間と
して尊重され、心身ともに健

すこ

やかで幸せな状態で
生活を送るために、お互いが連携および協働する
ことにより、子どもの権利が保障されるまちを実
現するために制定するものです。
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安曇野市 子どもの権利に関する　 　  市民説明会を開催しました。
　福祉教育委員会では、現在「（仮称）安曇野市子どもの権利条例」の制定に向けた検討を進めています。
この一環として、5 月 25 日（日曜日）午後 2 時から、市役所大会議室にて、「（仮称）安曇野市子どもの権
利条例制定に向けた市民説明会」を開催させていただきました。当日は 52 名（うち子ども 13 名）の皆さ
んにご参加いただきました。ご多用のところ、誠にありがとうございました。
　まず条例案のポイントを紹介し、その後は「大人グループ」
と「子どもグループ」に分かれて意見交換。福祉教育委員のほか、
他の市議会議員も同席し、寄せられた声にじっくり耳を傾けま
した。
　進行には市民グループ「安曇野ファシリテーション部」の皆
さんにご協力いただき、多様な立場の声が活発に交

か
わされる場

となりました。
　いただいたご意見とパブリックコメントを踏

ふ
まえ、条例案に

さらに磨
みが

きをかけてまいります。

「（仮称）安曇野市子どもの権利条例」
※市民説明会、パブリックコメントは、

この条立て（目次）で説明・実施をさ
せていただきました。

前文
第 1 条	 目的
第 2 条	 定義
第 3 条	 基本理念
第 4 条	 子どもの権利の日
第 5 条	 子どもの役割
第 6 条	 市の役割
第 7 条	 市民の役割
第 8 条	 議会の役割
第 9 条	 委任

★ これまでの経緯 ★

令和６年
７月、市内小中学校、高校への意識調査アンケートを実施
・教育長および市教育委員会（教育部）との懇談
・視 察：佐久市議会、松本市、松本児童相談所、神奈川県鎌倉市、川崎市、川崎市こども夢パーク
・意見交換会：豊科高校、穂高商業高校、児童館職員、市 PTA 連合会、校長会

令和７年
・本件に精通している森本遼弁護士を講師とした議員研修会の開催
・政策討論会を２回実施
・市教育委員会および教育委員との意見交換会
・市民説明会
・市長を含む行政理事者側への説明懇談会
・６月 12 日～７月 11 日　パブリックコメントを実施

子どもの権利条例について、福祉教育委員会では、協議会
をこれまで 27 回開催し、議論を重ねてきました。

（令和６年１月 18 日から令和７年６月末までの間）

案をまとめ、令和７年９月議会に上程予定です‼
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家族にひとこと
　本来議会だよりは議会であったことをお伝えしますが、議会だよりモ
ニターさんから「普段議員がどんなことを考えているのか知りたい」な
どのご意見もあり、『議員の人柄を少しでも知ってもらおう！』と企画
しました。

地域のためと、50
年近く飛びまわり、
今は妻と二人。そろ
そろ孝行の頃との思
いあり。

（議長　松枝 功）

この 22 年間、散ら
かり放題の私の部屋
を敬意の念で見てく
れてありがとう

（副議長　小林 純子）

常に市民福祉向上の
為
ため

の議員活動ができ
るのは家族の協力
あってこそ！いつも
ありがとう

（宮下 明博）

妻へ　僕を僕らしく
生
い

かしてくれてあり
がとう。貴

あ な た

女を貴女
らしく生かせますよ
うに。

（増田 望三郎）

家事の手抜きをして
も、全てを包み込ん
で応援してくれる皆
に感謝！いつもあり
がとう！

（中村 今朝子）

健康で笑顔あふれる
日々が続きますよう
に。

（辻谷 洋一）

今更、これを言葉に
するは照れ臭い限
り、最高に苦手『帰
る所があることは有
難
がた

い』。
（大竹 啓正）

外では多弁、家では
無口で家族と会話少
なく感謝の気持ちも
伝えられない大黒柱
である。

（平林 明）

議員の代
かわ

りは幾
いく

らで
もいる。お父さんの
代
かわ

りはいない。照れ
るが「ありがとう」
と贈
おく

る。
（内川 集雄）

議員活動は家族の支
えのお陰です。草が
伸びても文句も言わ
ず、感謝以外にあり
ません。

（井出 勝正）

毎日感謝していま
す。議員になり毎年
おこなっていた旅行
が出来なくなりごめ
んなさい。

（竹内 秀太郎）

いつも家族がいてく
れることに感謝し、
これからも温

ぬく

もりと
健康を大切に過ごし
ます。

（岡村 典明）

黒猫のクーちゃん、
妻と私とクーが我が
家の家族です。二人
に何時も癒

いや

しをあり
がとう。

（中村 芳朗）

いつも笑顔で送り・
出迎えてくれて本当
にありがとうござい
ます。

（一志 信一郎）

快く送り出してく
れ、楽しい会話で気
持ちもリラックス。
美味しい野菜ありが
とう　

（猪狩 久美子）

健康で元気でいてほ
しい。好きなことや
夢に向かって進んで
いこう。ありがとう。

（林 孝彦）

とらやが魅
みりょく

カの「男
はつらいよ」。テレ
ビでなく、またみん
なで劇場で大笑いし
たいね。

（臼井 泰彦）

産んでくれて、育て
て く れ て、 ご 飯 を
作ってくれて、生ま
れてきてくれてあり
がとう！

（増井 裕壽）

「かわいいは正義」っ
て本当でした。娘の
笑顔にやられていま
す。妻には深く感謝。

（矢澤 毅彦）
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条例の制定に向けたオンライン研修 ハラスメントについての研修

令和５年 10 月に行われた議会と市民の意見交換会

　安曇野市議会において、ハラスメント防止に対する研修会を毎年開催してきました。その中で
令和 5 年度よりハラスメント防止に関する条例制定が必要との機運が高まり、条例制定に向けた
議論が開始されました。
　令和６年 12 月から令和 7 年 3 月までは、浅川清

き よ み

実弁護士にお越しいただき、アドバイスをい
ただきながら、条例制定に向けた会議を重ねてきました。
　条例名称を「安曇野市議会ハラスメント防止条例（案）」として、議員間と議員から職員に対し
てのハラスメントについて適用するものとし、全 16 条からとなる条例案を作成しました。
　現在は、条例の施行規程の内容について策定中です。９月定例会に上程予定で、議決されます
と公布の日から施行されます。

ハラスメント条例制定へ（経過報告）　　議会運営委員会

先例の見直しへ（経過報告）　　　　議会改革推進委員会

議員平等の原則に基
も と

づき、会派に属さない無所属議員も同等の扱いに！

　令和５年９月定例会に市民グループから出された陳情「議員平等の原則に基づく安曇野市議会
の運営と議会内人事の平等を求める陳情書」を令和５年 12 月定例会において全員賛成で採択しま
した。この採択を契

け い き

機に議会改革推進委員会において議論を重ねてきました。この度、先例が見
直され、委員会等の人事が改変されます。
　大きな変更点は、これまで会派に属し
ていない無所属議員は、議会広報特別委
員会、議会改革推進委員会、一部事務組
合議会には参加できませんでしたが、無
所属議員であっても参加できるようにな
りました。これは議会を構成する議員は、
性別、年齢、社会的地位、議員の経験年
数などに関係なく対等であることという
議員平等の原則に基づくものです。なお、
新たな人事については 10 月改選後の第
6 期議会からとなります。
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速報

令和７年７月５日（土）午前 10 時より
市役所本庁舎にて開催しました。議会だよりモニター座談会・速報版

詳細は次号（第80号）に掲載します。

活発な意見交換が行われた座談会の様子 和やかな雰囲気の中にも真剣なまなざし

カラー化について話し合う参加者たち 市民目線の声に、委員も真剣に耳を傾ける

以下のテーマについて参加者全員で話し合いました！

議会だよりのカラー化について　～これからの議会だよりは～

令和 7 年７月 19 日（土）午後６時より
市役所本庁舎にて開催しました。第 12 回 議会報告会・速報

主な内容はこちら

令和6年7月から令和7年

6月までの議会報告

ハラスメント条例（仮称）

子どもの権利条例
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中学校登山で初めて登った「燕岳（つばくろだけ、2,763m）」

　安曇野市には初心者でも登山が楽しめる「北アルプスの女王」と呼ばれ
る燕岳がある。白い砂と緑のハイマツが織

お
りなす景観、高山植物の女王と

言われるコマクサを始めとしたお花畑、雷鳥の親子が遊び、白い花
か こ う

崗岩の
巨岩が印象的なイルカ岩（イルカに似た形の岩）やメガネ岩など趣

おもむき
のある

不思議な形をした自然の造形美を楽しむことができる。

表 紙 に つ い て

会派名 所属議員数 交付額 決算額
支出内容

返金額
調査研究 研修 資料作成 

資料購入 広報広聴等

日本共産党 
安曇野市議団 360,000 340,215 34,400 13,450 292,365 19,785

会派　あづみ野 480,000 480,000 300,530 175,420 4,050 0

会派　さきがけ 480,000 265,875 257,084 8,791 214,125

無所属の会 480,000 401,389 26,740 187,230 52,539 134,880 78,611

会派　きぼう 360,000 360,000 56,906 141,709 4,690 156,695 0

小林 純子 120,000 120,000 910 13,000 40,350 65,740 0

内川 集雄 120,000 120,000 89,270 12,280 18,450 0

合　　計 20 人 2,400,000 2,087,479 731,440 564,039 142,320 649,680 312,521

政務活動費収支報告
令和６年度　政務活動費の実績内訳表  

　議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派または個人に対し、議員一人当たり年額 12
万円の政務活動費が交付されます。
　表中の「広報広聴等」には、会議、要請・陳情活動等に要した費用が含まれています。

　政務活動費の収支報告書および領収書等については、議会ホームページで公表しています。
また、議会事務局でも閲覧できます。 議会ホームページへ

３

４

４

４

３

１

１

（単位：円）
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ずくだせ！議会だより

本会議
（閉会日）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会
・全員協議会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
（開会日）

日 月 土火 水 木 金

議会運営
委員会

32 4 5 6

7

24 25 26 27

全員協議会

本会議
（一般質問）

28

98

15

10 11 12 13

14 1716 18 19 20

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

30

9/1

8/19 20 21 22 23

29

31

全員協議会
（決算説明）

全員協議会
（決算説明）

本会議
（委員会付託）

（敬老の日）

休
日
の
予
定
と
い
え
ば
雑
草

の
除
去
で
し
た
。
相
手
は
野

生
化
し
て
水
路
に
広
が
っ
た
ク
レ
ソ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ

ガ
ラ
シ
）
と
、
特
定
外
来
生
物
の
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ

で
す
。

き
っ
か
け
は
、
移
住
先
の
マ

レ
ー
シ
ア
で
始
め
た
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
活
動
で
す
。
地
元
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
街

や
川
の
ご
み
拾
い
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
万よ

ろ

水ず
い
が
わ川
で
は
地
域
柄
な
の
か
、
マ
ル
チ
や
肥
料
袋
な
ど

農
業
由
来
の
ご
み
が
目
立
ち
ま
し
た
。

安
曇
野
の
自
然
の
美
し
さ
に
気
づ
か

さ
れ
た
の
は
帰
国
後
で
す
。
特
に
、
自

宅
の
裏
を
流
れ
る
湧わ

き
水
の
川
は
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う

に
澄
み
き
っ
て
い
て
、
思
わ
ず
息
を
の
む
ほ
ど
で
す
。

こ
の
清
ら
か
な
流
れ
を
取
り
戻
し
た
い
一
心
で
、
ひ

と
り
胴ど

う
な
が長
で
川
に
入
り
、
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

続
け
て
い
る
と
、
ご
近
所

の
方
々
が
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
こ
の
川
で
鯉

を
飼
っ
て
い
た
こ
と
、
川
遊
び
で
冷
え
た
体
を
道
路

に
寝
転
が
っ
て
温
め
た
こ
と
な
ど
、
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。山わ

さ
び葵
農
家
の
方
が
こ
う
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「
昔
は
も
っ
と
水
量
が

多
く
て
流
れ
も
速
か
っ
た
か
ら
、
草
な
ん
か
生は

え
な

か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。」
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、
20
年
前

に
は
子
ど
も
た
ち
が
飛
び
込
ん
で
遊
ん
で
い
た
川
の

水
位
は
、
今
で
は
何
分
の
一
に
も
減
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

涸か

ら
す
の
も
生い

か
す
の
も
私
た
ち

次
第
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
、

「
あ
づ
み
の
水
結
（
み
ず
ゆ
い
）」
と
い
う
水
に
関
わ

る
制
度
に
登
録
を
し
ま

し
た
。
川
や
水
に
関
心
を

持
ち
、
取
り
組
ん
で
い
る

市
議
会
議
員
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
立
場

や
世
代
を
超
え
て
、
地
域

の
み
ん
な
で
安
曇
野
の
水

を
守
っ
て
い
け
た
ら
と
、

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　私事ではございますが、昨年生まれた娘も、
もうすぐ 1 歳になります。育児を通じて「かわ
いいは正義」という言葉を実感する毎日です。
　娘の笑顔に癒

い や

されながらも、家事と育児、そ
して仕事に奮闘する妻には感謝しかありません。
私の頼りない育児も含めて、家族の支えがある
からこそ、議員としての責任を胸に日々活動に
取り組めています。
　今号には、『家族にひとこと』というコーナー
が設けられました。他自治体の議会だよりでも
見られるような、議員紹介の一

い っ た ん

端です。SNS や
直接の交流だけでなく、議会だよりを通じて日
常の一面に触れていただくことで、議会や議員

に少しでも関心を
持っていただけた
ら幸いです。

議会広報特別委員会 
副委員長

　矢澤 毅彦
議会広報特別委員会
　委 員 長　増井裕壽　副委員長　矢澤毅彦
　委 　 員　大竹啓正　岡村典明　臼井泰彦　中村今朝子
　　　　　　林　孝彦　井出勝正　内川集雄

種
た ね や ま

山 真
ま ゆ み

由美さん

（穂高）

市議会９月定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随
ず い じ

時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会日の
原則 10 日前です。開会時間は本会議 10：00 ～・常任委員会９：00 ～です。
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

オオカワヂシャの除去前後、車屋堰
せぎ

にて

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で見よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
お子さまと一緒でも傍聴いただけます。

公職選挙法に基
も と

づき、議員の寄附
の禁止を徹

て っ て い

底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附をすることは禁止です。

『寄附　しない、させない、求めない』
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